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図２ 試作編地の物性値比較（PE、綿、PET） 

図１ 三次元 PE編地構造 

図３ 速乾性と放熱性の比較結果
（PE、綿、PET） 

図４ 試作した PEウェア 
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県内企業の技術シーズ（ポリエチレン

(PE)繊維の高強度化による熱拡散性の向

上）を活用した熱中症対策用 PEウェアを

開発するため、Wet（湿潤）環境での機能

性検証を行う必要がありました。 

 

 
熱中症対策ウェアを開発する上で課題で

あった、通気性と接触冷感のトレードオフ

の問題に対して、図１に示す 3次元編地構

造にすることにより、課題解決を進めまし

た。PE繊維および比較用繊維（綿、PET）

による多層編地の試作と機能性評価を行い

ました。 

 

 

・設定した目標値を満たす PE編地(図２)

を開発することができ、さらに高い吸水性

を保持していることが分かりました。 

・試作 PE編地は綿および PETと比較し夏

用衣料に必要な速乾性を有していることが

分かりました(図３)。 

・試作 PE編地は吸水状態において高い放

熱性を持つことが分かりました(図３)。 

・PE ウェアを試作(図４)し、着用した結

果、冷感性・フィット性等が良好である一

方で、肌触り等に課題が残りました。 

解決すべき課題 

研究内容 
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